
(57)【要約】

【課題】現状では挿入時の直径が限られることから小さ

な金属性の鉗子などにより挟鉗や圧排することで目的物

支持するため、本来保存すべき臓器が挫滅したり出血を

きたすことが多かった。

【解決手段】この発明は、腹腔鏡で一般的に用いられる

５ｍｍや１ｃｍの挿入孔や小開腹創より挿入しすること

ができ、その後に二酸化炭素を注入し膨らませるため、

目的物の支持に必要な大きさや硬度のバルーンで支持す

ることができる。これにより臓器および腫瘤を挟鉗する

ことなく支持し視野やスペースを確保することでより出

血や臓器の損傷などのリスクを軽減し手術を行うことを

可能とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 腹 腔 鏡 手 術 お よ び 体 外 法 な ど の 小 視 野 の 開 腹 手 術 に お い て 二 酸 化 炭 素 を 注 入 し 、 臓 器 や
腫 留 な ど の 目 的 物 を 圧 排 や 支 持 す る こ と で 視 野 や ス ペ ー ス の 確 保 を 行 い 、 臓 器 お よ び 腫 瘤
な ど の 目 的 物 を 挟 鉗 す る こ と な く 支 持 す る こ と を 目 的 と す る 支 持 鉗 子
【 請 求 項 ２ 】
　 耐 火 加 工 も し く は 難 燃 性 の 軟 度 の あ る 素 材 を 用 い る こ と に よ り 、 二 酸 化 炭 素 素 を 抜 気 す
る こ と に よ り バ ル ー ン を た た む こ と で 支 持 鉗 子 を 従 来 の ト ラ ッ カ ー ル や 小 開 腹 創 よ り 挿 入
・ 抜 去 す る こ と が で き る 二 酸 化 炭 素 注 入 式 支 持 鉗 子
【 請 求 項 ３ 】
　 バ ル ー ン 支 持 芯 の よ り 狭 い 間 隙 に 挿 入 後 二 酸 化 炭 素 を 注 入 し ス ペ ー ス を 広 げ 目 的 物 を 圧
排 や 支 持 す る こ と が で き る 二 酸 化 炭 素 注 入 式 支 持 鉗 子
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 医 学 特 に 外 科 な ど に お け る 腹 腔 鏡 手 術 お よ び 体 外 法 な ど の 小 視 野 の 開 腹 手 術
に 用 い る 鉗 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
現 在 腹 腔 鏡 に お い て 用 い ら れ て い る 鉗 子 は 金 属 性 で あ り 目 的 物 の 支 持 は 挟 鉗 （ は さ む の 意
・ 以 下 挟 鉗 と す ） や 圧 排 す る こ と で 支 持 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 認 め ず
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 現 在 ま で の 技 術 に よ れ ば 、 金 属 性 の 鉗 子 な ど に よ り 挟 鉗 や 圧 排 を 行 う こ と
に よ り 本 来 保 存 す べ き 臓 器 が 挫 滅 し た り 、 ま た 出 血 を き た す こ と が 多 か っ た 。 ま た 挿 入 時
の 直 径 が 限 ら れ る こ と か ら 小 さ な 鉗 子 を 用 い ら ざ る を え ず 手 技 が 行 い に く か っ た 。 そ こ で
、 こ の 発 明 は 、 臓 器 お よ び 腫 瘤 を 挟 鉗 す る こ と な く 支 持 し 視 野 や ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と
で よ り 出 血 や 臓 器 の 損 傷 な ど の リ ス ク を 軽 減 し 手 術 を 行 う こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 第 一 発 明 は 、 腹 腔 鏡 に 用 い ら れ て い る 鉗 子 の 柄 の 部 分 を 内
部 が 空 洞 で あ る 金 属 性 の ス ト ロ ー 状 と し 、 そ の 先 に 球 状 、 直 方 体 、 も し く は 円 錐 状 の 風 船
状 の バ ル ー ン を つ け 対 側 か ら 二 酸 化 炭 素 素 を 注 入 す る こ と で 目 的 物 を 支 持 す る こ と を 特 徴
と す る 二 酸 化 炭 素 注 入 式 支 持 鉗 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 第 二 発 明 は 、 球 状 、 直 方 体 、 も し く は 円 錐 状 の 風 船 状 の バ ル ー ン に 耐 火 加 工 し た 難
燃 性 ポ リ エ ス テ ル な ど 目 的 に 応 じ た 軟 度 の あ る 素 材 を 用 い る こ と に よ り 、 外 筒 部 と と も に
従 来 よ り 手 術 に 用 い ら れ て い る ト ラ ッ カ ー ル や 小 開 腹 創 な ど よ り 挿 入 し 、 外 筒 を ず ら し 支
持 鉗 子 部 分 を 露 出 し 二 酸 化 炭 素 素 を 注 入 し バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 目 的 物 を 支 持 す る こ と が で
き る 。 ま た 抜 気 後 、 外 筒 を 先 端 に 向 け て ず ら し 支 持 鉗 子 を た た む こ と で ト ラ ッ カ ー ル （ 腹
腔 鏡 手 術 時 用 い る 鉗 子 挿 入 器 具 ・ 以 後 ト ラ ッ カ ー ル ） な ど よ り 抜 去 す る こ と が で き る 二 酸
化 炭 素 注 入 式 支 持 鉗 子 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 一 発 明 ま た は 第 二 発 明 に よ れ ば 挟 鉗 す る ポ イ ン ト の な い 実 質 臓 器 や 挫 滅 や 出 血 の リ ス ク
の 高 い 臓 器 お よ び 腫 瘤 を 二 酸 化 炭 素 素 を 注 入 し バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 目 的 物 を 支 持 す る こ と
が で き る た め 、 腹 腔 鏡 の 手 術 の リ ス ク を 軽 減 し よ り 手 術 が 行 い 易 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 、 図 １ に 示 す 。
吸 引 式 把 持 鉗 子 の 本 体 １ （ 柄 ） の 部 分 は 金 属 性 で あ り 中 空 の ス ト ロ ー 型 で あ る 。 本 体 ２ （
把 持 鉗 子 ） の 部 分 は 、 耐 火 加 工 し た 難 燃 性 ポ リ エ ス テ ル な ど 目 的 に 応 じ た 軟 度 の あ る 素 材
に よ り 作 製 さ れ た 球 状 、 直 方 体 、 も し く は 円 錐 状 の 風 船 状 の バ ル ー ン の よ る 目 的 物 支 持 部
で あ る 。 あ る 程 度 硬 度 の あ り 耐 熱 性 の 金 属 な ど の よ る 本 体 ３ （ バ ル ー ン 支 持 芯 ） を つ け る
こ と で 狭 い 間 隙 に 挿 入 後 二 酸 化 炭 素 を 注 入 し ス ペ ー ス を 広 げ る こ と が で き る 。 本 体 ４ （ 吸
引 接 合 ） の 部 分 は 二 酸 化 炭 素 注 入 器 接 合 部 と 接 合 す る 。 本 体 ５ （ 陰 圧 維 持 バ ル ブ ） は 腹 腔
内 を 陰 圧 に 保 つ こ と お よ び 本 体 柄 部 分 を 安 定 さ せ る た め に 用 い 、 本 体 ・ 柄 部 分 、 本 体 ・ 外
筒 分 い ず れ か に 固 定 す る 。 本 体 ６ （ 外 筒 ） の 部 分 は 本 体 と 共 に ト ラ ッ カ ー ル よ り 挿 入 、 挿
入 後 外 筒 を 後 方 に ず ら す こ と で 把 持 鉗 子 部 分 を 露 出 し 、 ま た 先 端 側 に ず ら す こ と で 把 持 鉗
子 部 分 を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 体 ２ （ 把 持 鉗 子 ） の 部 分 は 、 耐 火 加 工 し た 難 燃 性 ポ リ エ ス テ ル な ど の 軟 度 の あ る 素 材 に
よ り 作 製 さ れ た 球 状 、 直 方 体 、 も し く は 円 錐 状 の 風 船 状 の バ ル ー ン を 抜 気 し た た む こ と で
外 筒 へ の 格 納 を 可 能 に す る こ と で 、 従 来 よ り 用 い ら れ て い る ト ラ ッ カ ー ル か ら の 挿 入 、 抜
去 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
「 実 施 形 態 の 効 果 」
　 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 目 的 物 を 、 挟 鉗 す る こ と な く 支 持 す る こ と が で き る た め 挫 滅 や
出 血 の リ ス ク を 著 明 に 減 少 さ せ 手 術 に 必 要 な 視 野 や ス ペ ー ス を 得 る こ と が で き る 。 従 来 よ
り 用 い ら れ て い る ト ラ ッ カ ー ル か ら の 挿 入 、 抜 去 が 可 能 で あ る た め 術 中 に そ の 目 的 物 に 合
っ た 素 材 、 大 き さ な ど 選 択 す る こ と も で き る 二 酸 化 炭 素 注 入 に よ る バ ル ー ン 型 支 持 鉗 子 で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
「 他 の 実 施 形 態 」
　 図 １ の 実 施 形 態 で は 、 把 持 鉗 子 部 分 は 、 球 状 、 直 方 体 、 も し く は 円 錐 状 で あ っ た が 、 他
の 実 施 形 態 で は 板 状 、 円 柱 状 な ど で も 良 く 、 ま た 線 状 の 滑 り 止 め を 平 行 に 複 数 つ け る こ と
も 可 能 で あ る 。 ま た 、 透 明 な 素 材 を 用 い る こ と で さ ら に 良 い 視 野 が 得 ら れ る 。 二 酸 化 炭 素
注 入 器 接 合 部 に 二 酸 化 炭 素 注 入 圧 調 整 器 と つ け る こ と も 可 能 で あ る 。 外 筒 部 は 取 り 外 し て
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 の 可 能 性 】

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 を 示 す 斜 視 図 （ バ ル ー ン 加 圧 時 ） で あ る 。 本 体 ４ 二 酸 化 炭 素 注 入 器 接 合
部 分 よ り 加 圧 し 本 体 ２ バ ル ー ン 型 支 持 鉗 子 部 分 の バ ル ー ン を 膨 ら ま せ る こ と で 、 支 持 鉗 子
部 分 に て 目 的 物 を 支 持 す る 。 あ る 程 度 硬 度 の あ る 耐 熱 性 の 金 属 な ど の よ る 本 体 ３ バ ル ー ン
支 持 芯 を つ け る こ と で 狭 い 間 隙 に 挿 入 後 二 酸 化 炭 素 を 注 入 し ス ペ ー ス を 広 げ る こ と も で き
る 。 本 体 ５ 陰 圧 維 持 バ ル ブ は 腹 腔 内 を 陰 圧 に 保 つ こ と お よ び 本 体 柄 部 分 を 安 定 さ せ る た め
に 用 い 、 本 体 ・ 柄 部 分 、 本 体 ・ 外 筒 い ず れ か に 固 定 す る こ と と な る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 を 示 す 斜 視 図 （ 挿 入 お よ び 抜 去 時 ） で あ る
【 図 ３ 】 こ の 発 明 を 示 す 側 面 断 面 図 （ バ ル ー ン 加 圧 時 ） で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 を 示 す 側 面 断 面 図 （ 挿 入 お よ び 抜 去 時 ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 　 １ 　 本 体 ・ 柄 部 分 　 　 　 ２ 　 バ ル ー ン 型 支 持 鉗 子 部 分
　 　 　 ３ 　 バ ル ー ン 支 持 芯 　 　 ４ 　 二 酸 化 炭 素 注 入 器 接 合 部 接 合 部 分
　 　 　 ５ 　 陰 圧 維 持 バ ル ブ 　 　 ６ 　 外 筒
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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